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表 1 　対象授業及び実施日時等
授業名 キャリアデザイン キャリアデザイン キャリアデザイン キャリアデザイン
実施日・時限 6 月18日 1 時限 6 月24日 2 時限 6 月24日 3 時限 6 月26日 2 時限
キャンパス 新松戸 龍ケ崎 龍ケ崎 新松戸
履修登録者数 153名 166名 159名 233名
出席者数 124名 140名 129名 178名
スマホ参加者数 115名 134名 115名 156名
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図 1 講師用イマキクの手順（出典：imakiku.com） 
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平成 25 年版） 
（出典：男女共同参画白書平成25年版）
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ことがわかった。興味深いのは，手を挙げるのは恥ずかしくてできないが，このような
方法なら自分の意見を発することが出来るという意見である。普段の学生のコミュニ
ケーションツールがSNSであることを考えると，授業においても意見を出しやすいのだ
ろう。特に履修者数が多い授業では，周囲の反応が気になり意見を言いにくいことも考
えられる。人前で意見を述べることも教育上必要ではあるが，多人数の授業においては
このような方法を必要に応じて使用するのは効果的だと思われる。
＜その他の意見＞
◆　携帯でやるのはいいと思うが機械音痴なので難しい。
◆　相変わらずうるさくてムカつきます。 もっと真剣に取り組んでもらいたいです。
◆　後ろの人たち本当に嫌です。うるさいし，スマホでふざけるし，いい気分しません。
すいませんが，本当にいてほしくないです。
◆　息抜きに携帯を使うのはいいが変な発言とかしてるひとは点数を下げて欲しい。 
うるさい人は邪魔
◆　記述式の質問にすると荒れるので選択式の方がいいと思いました
◆　スグキクは周りの考えがわかっていいのですが，やはり，ふざける人がいるのが残
念です
その他の意見において「機械音痴」との書き込みがあった。操作の得意な学生とペア
を組むなどの配慮も 1 年生レベルでは必要かもしれない。そして，今回の方法を試験的
に実施した目的のひとつが，授業中にスマートフォンでゲームに興じたりLINEのやり
とりをしたりする学生への対策である。しかし，これについては有効かどうかの判断は
出来なかった。授業に集中できない学生は，アンケートの投稿において悪ふざけをした
り，関係ない内容を投稿したりしていたからだ。これは，アクティブラーニング以前の
問題である。学生の授業意欲や関心をどのように惹きつけるかという授業設計自体の問
題とも言えよう。
インターネットサイトとスマートフォンを活用することによって，多人数でも参加型
の授業を実現でき，学生同士や学生と教員が情報を共有できることが出来た。また，ス
マートフォンを使用することによって，自分の意見を発信すること，他者の意見に自分
の考えを反映させることは，学生に気づきを与えたり考えさせたりするきっかけになっ
た。したがって，多人数の授業におけるインターネットとスマートフォン活用は，アク
ティブラーニングの方法として有効であると言えるだろう。一方で，授業への関心度の
低い学生にとっては，スマートフォンを使っても授業に集中することは出来ない。この
ような状況は，インターネットとスマートフォンというツールの採用がアクティブラー
ニングを実現するのではないことを示している。学生に対して，どのようなテーマで講
義を展開し，学生の能動的学修を促すのか。インターネットサイトとスマートフォンを
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使用する利点をどのように生かすのかという基本的な授業設計が，アクティブラーニン
グ型授業を実施する際に重要であることを今回の試みにより確認した。
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